








































・ホルモン補充療法(HRT を何故行うのか?)

更年期障害の中では 50 歳頃に閉経を迎えてすぐに起こる更年期障害、これに関してはい

ろいろな治療法がある。気力で乗り切ることもいいと思いますし、精神安定剤でも抗鬱剤

でもいいわけです。ホルモン療法は確かに良く効くのですが、絶対にこれでなくてはなら

ないというものではありません。

けれど、広い意味での更年期障害は女性ホルモンの低下が、膣や膀胱や皮膚などいろいろ

な事に影響してくるし、長い目で見ると骨粗鬆症や動脈硬化にも影響を与えているという

ことなのです。

髪の先から足の爪の先まで女性の体の全てに女性ホルモンというのは非常に大事なもので

それが減るといろいろな影響を与える、減ることが影響を与えるのだから、それを補って

やれば、そういった事を治療できるし、予防もできるのではないかということです。それ

が、ホルモン補充療法の考え方で、最近それが盛んになっている理由です。

それが本当に効果があるのかということは徐々にお話ししていきます。

なぜ行うかというのは、このように長い目でみた全ての更年期障害に有効なのでおこなわ

れているわけです。後からもお話しますが、骨相鬆症が怖い怖いという。これだけが目的

でホルモン療法をやるわけではありません。骨粗鬆症だけだと、今、非常にいい薬が開発

中です。骨に関してはまもなくでるビスフォスフォネイトという薬の方が良いのではない

かと言われるくらいです。動脈硬化に関してもコレステロールを下げるだけなら、それ専

門の薬もちゃんとあります。ですから、それぞれの病気だけならば必ずしもホルモン補充

療法をする必要はないわけです。


